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1 年間の活動記録（2017 年 1 月～ 12 月）

神戸学院大学・東亜大学校（韓国・プサン）交流協定締結記念講演会

釡山市にある韓国有数の私立総合大学である東亜大学校（学生数23,000人．韓国では大学校
といいます）と本学が，学生，教職員等の包括的な交流協定を締結しました．
10月12日の交流協定締結式では，東亜大学校総長代理として来日した国際専門大学院院長 兼 

中国・日本学部長の李吉遠教授と本学佐藤雅美学長が，総長と学長の署名した協定書を交わし
ました．
翌13日には，交流協定締結記念として，李院長による記念講演会が開催されました．現代社
会学部1～ 3年次生と教員ら150人が参加．李院長からは，サッカーやK-POPの動画も交えなが
ら，「地球的・人類的視点で考え，行動する」ための「文化の力，文化の交流」「共感の拡大」の
大切さについて熱いメッセージが送られ，学生たちからも「韓国が大好きだが，韓国の若者た
ちは日本をどう思っているのか」など活発な質問があって，時間を超過しての意見交換が行わ
れました．

日時：2017年10月13日　9:30 ～ 11:00
場所：神戸学院大学ポートアイランドキャンパス

【講演】
「日韓言語文化交流と世界市民としての若者の役割」
李　吉遠　教授（東亜大学校国際専門大学院院長　兼　中国・日本学部学部長）
司会・進行： 清原　桂子（神戸学院大学　現代社会学部　現代社会学科　教授）  

李　洪章（神戸学院大学　現代社会学部　現代社会学科　講師）

【記念講演会　10月13日】【協定式　10月12日】
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市民夏期防災大学―2016年の熊本地震から学ぶこと―

昨年度まで，「社会防災学科」の前身であった「防災・社会貢献ユニット」が10年間開催して
きた「神戸市民夏季防災大学」を，今年度より現代社会学部が引き継ぐ形で主催し，災害列島日
本の防災や減災を考えるために，全国で発生する災害事例などのホットな話題から学ぶ「市民
夏季防災大学」として新たなシリーズを4回にわたり開催しました．

第1回　2017年 7月14日（土）13：45～ 15:15
テーマ：「熊本地震―経度被災者の “学び ” の一年半」
講師：東海大学　渡辺　千賀恵　名誉教授

概要：熊本地震で被災者となった議自身の初動
を振り返り，論じられる熊本地震の発生原因やリ
スクについて，九州の地質学をもとに推論し，行
政から発せられている防災対策と現実対応の違
い，熊本日日新聞の発災後の機動力と神戸新聞か
ら届けられる支援の声に対する感謝の気持ちなど
を穏やかな論調で，切々と語っていただきました．

第2回　2017年 9月2日（土）13:45～ 15:15
テーマ：「熊本地震発生後に，何かが発生したら～複合災害の危険性～」
講師：神戸学院大学　現代社会学部　社会防災学科　中山　学　准教授

概要：熊本地震による被害について映像を使い，
加藤清正公が行った土木工事による領地再生を例
に，災害被害を小さくする思考について詳しく説
明していただきました．さらに，近年，異常気象
による都市域の水災害についてジオラマを使い視
覚にも訴えながら，分かりやすく発生の理論や被
害を抑止するための知恵などを伝えていただきま
した．
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第3回　2017年 10月 14日（土）13:45～ 15:15
テーマ：「2016熊本地震からの創造的復興に向けて～地域に寄り添った復興計画づくり～」
講師：熊本大学大学院　自然科学研究科　柿本　竜治　教授

概要：熊本地震を経験された当時の被災現場の
写真を用いて，被災者として，また，熊本に住む
地域住民として感じたことを分かりやすい表現で
説明していただきました．具体的には，地震発生
直後のご自身の体験されたことや，交通インフラ
の被害状況，復興計画策定にあたって地域に寄り
添った復興計画づくりについて切々と語っていた
だきました．

第4回　2017年 10月 28日（土）13:45～ 15:15
テーマ：「熊本地震で起きたこと　～その後　何か分かり　何が未解明か」
講師：神戸学院大学　現代社会学部　社会防災学科　中山　学　准教授

概要：阪神・淡路大震災，中越地震，東日本大
震災の特徴を比較しながら，熊本地震における地
盤，建物，避難者・被災者等の被害の特徴を説明
していただき，建物の耐震設計について実験映像
を使いながら，耐震設計が目的としていることや
考え方について，専門的な用語もたくさんありま
したが，身近で分かりやすい事例を交えながら説
明いただきました．
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岩本　茂樹

著書（単著）
・『自分を知るための社会学入門』（中央公論
新社）が繁体字で翻訳され，台湾の時報文
化社より出版　2017年11月

岡崎　宏樹

著書（共著）
・「知と権威／権力」　日本社会学会 社会学
理論応用事典刊行委員会編『社会学理論応
用事典』　丸善株式会社　2017年7月

論文（査読なし）
・日髙謙一・岡崎宏樹・清原桂子「地域連携
型アクティブラーニングの研究（2）―《神
河プロジェクト2016》を事例として」『現代
社会研究』第3号　神戸学院大学現代社会 

学会　2017年3月

学会大会発表
・「非合理性と流動性―社会学の境界で 

考える」　国際シンポジウム「社会の境界と 

社会学の境界―社会学のディシプリン再
生はいかにして可能か」第二部報告　主催：
科学研究費補助金・基盤研究（B）「社会学
のディシプリン再生はいかにして可能か
―デュルケーム社会学を事例として」
（15H03409），日仏社会学会，デュルケーム
／デュルケーム学派研究会　2017年9月18
日（日仏会館）

諸活動の記録
・〈神河プロジェクト2017〉で学生らとともに
音楽・動画作品を制作，「おいでよ！ヨーデ
ルの森」など6作品をYouTubeに公開　2017
年8月
・大阪医科大学地域総合医療科学寄附講座
「高校生と医学生のための地域医療体験」 

にて，「神河プロジェクト」についてプレゼ
ンテーション　主催：大阪医科大学地域総
合医療科学寄附講座，公立神崎総合病院　
2017年8月24日（公立神崎総合病院）
・日仏社会学会大会シンポジウム「マルセル・
モースと現代」企画および司会　2017年10
月28日（一橋大学）

その他
・「純粋な赦しとは？」（ソシオロジック
フォーカス14　社会学の視点で世相を深読
み）『ウォロ』（2017年2・3月号：No.511）

金子　　勇

著書（単著）
・『現場からの社会学理論』（共編著）ミネル
ヴァ書房　2017年1月
・『計画化と公共性』（編著）ミネルヴァ書房　
2017年3月

論文（査読有）
・「人口減少社会のまち，ひと，しごと」（共
著）商工中金研究所『商工金融』2017年 

6月：1–30

論文（査読なし）
・「地方創生の光と影」『熊本学園大学経済論集　
伊東維年教授退職記念号』第23巻第1–4号
合併号　2017年3月：113–138
・「元気はつらつな高齢期を目指して」『マル
シェノルド』no.650　2017年8月：1–9
・地方創生論に見る「まち，ひと，しごと」
（共著）『経済学研究』第67巻2号　北海道
大学経済学研究科：29–97

学会大会発表
・「地方創生の主体と方向定位」『第90回日本
社会学会大会』東京大学　11月4日
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・「まち，ひと，しごと」の融合としての地方
日本の創生」『第87回証券経済学会大会』 
福岡大学　12月3日

講演会
・「児童虐待の予防と方法」札幌市　11月17日

諸活動の記録
・BS11「歌番組，あの人に会いたい，フラン
ク永井特集」にゲスト出演　10月31日

その他
・舞子高校での模擬授業の講師　12月15日

神原　文子

論文（査読なし）
・「日本における女性の貧困―社会的排除か
ら包摂へ―」『現代の社会病理』32号，17–34．

その他
・書評　柴田著『子育て支援が日本を救う：
政策効果の統計分析』『ソシオロジ』62–1，
168–172．
・書評　下夷御幸著『養育費政策の源流』『社
会学評論』68–1，165–167．
・巻頭エッセイ「一生活者として　一社会学
徒として」『家族社会学研究』29–2，127–128．

学会大会発表
・「日本とアジアの家族―社会調査で捉える
現状と変容」シンポジウム討論者，日本家
族社会学会第27回大会・京都大学，9月9
日–10日．
・「子づれシングルと子どもたち―社会的排
除から包摂へ―」シンポジウム報告・日本
学校ソーシャルワーク学会第12回大会，武
庫川女子大学，8月26日–27日．

講演会
・「子どもの貧困を考える～見えにくい貧困
社会の現実～」芦屋市立上宮川文化セン
ター人権研修　2月22日
・「格差社会を読み解くー貧困，差別，社会的
排除，そして，生きづらさの背景を探る」徳
島県佐那河内村役場・人権研修　2月28日
・「変わりゆく現代社会―多様な家族のカタ
チを考える―」三木市男女共同参画セン
ター　3月29日
・「日本におけるひとり親家族の現状と支援
策」奈良市女性センター講座　6月10日
・「日本のひとり親家族支援の現状と課題
 ―民間団体を中心に―」韓国ひとり親支援
連合セミナー，ソウル女性プラザ　6月19日
・「家族のカタチ・私の生き方」奈良県女性セ
ンター講座　6月24日
・「女性の生き方と貧困―ひとり親家族の自
立支援」兵庫県男女共同参画センター講座　
8月3日
・「子どもたちの人権意識を育むために―お
となの役割はなにか―」姫路市人権保育研
修会　10月30日
・「多様な家族，多様な生き方」兵庫県新温泉
町人権研修会　11月9日
・「ひとり親家族の現状と支援の課題」大阪女
性財団　11月15日
・「学習支援を通じた子どもの居場所づくり」
尼崎市女性センター　11月26日
・「ひとり親をひとりにしない，～私たちにで
きる支援～」東大阪市男女共同参画セン
ター　12月2日
ほか多数

諸活動の記録
・関西社会学会常任理事
・関西社会学会第68回大会（神戸学院大学）
実行委員長
・枚方市男女共同参画推進審議会座長
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・豊岡市男女共同参画推進懇話会座長
・平群町子どもの未来応援対策協議会座長
・平群町地域福祉計画策定委員会座長

清原　桂子

論文（査読なし）
・日髙謙一・岡崎宏樹・清原桂子「地域連携
型アクティブラーニングの研究（2）―《神
河プロジェクト2016》を事例として」，神戸
学院大学現代社会学会『現代社会研究』第3
号：21–46

講演会
・「日本における男女共同参画の現状と課
題」，国際協同組合同盟アジア太平洋地域総
会（ICA-AP地域総会）女性会議　2017年3
月（コープこうべ住吉事務所大会議室）
・「風通しのいい地域のつくり方」，丹波まち
づくりプロジェクト・丹波市　2017年7月
（氷上住民センター大会議室）
・「これからの子育てと女性の生き方」，学校法
人和弘学園　2017年9月（塩屋幼稚園講堂）
・「女性の活躍とワーク・ライフ・バランス」，
財務省神戸税関研修所　2017年9月（神戸
税関大会議室）

諸活動の記録
・兵庫県参与
・公益財団法人ひょうご震災記念21世紀研究
機構参与
・兵庫県「女性の活躍推進会議」委員
・「ひょうご女性未来会議」代表（事務局： 

兵庫県立男女共同参画センター）
・兵庫県・公益財団法人ひょうご震災記念21
世紀研究機構「災害に備えた民生委員・児
童委員活動に関する調査」研究会委員

報告書等
・「来たるべき巨大災害に立ち向かうための
民生委員・児童委員のあり方」，『災害に備
えた民生委員・児童委員活動に関する調査
報告書』兵庫県民生委員児童委員連合会・
神戸市民生委員児童委員協議会・公益財団
法人ひょうご震災記念21世紀研究機構　
2017年3月
・「民間と行政の協働のネットワークを実働
させるための仕組み」，『ひょうご震災記念
21世紀研究機構10周年記念誌』公益財団法
人ひょうご震災記念21世紀研究機構　2017
年4月
・「女性活躍とワーク・ライフ・バランスへの
先導的取組」，『兵庫県経営者協会女性産業
人懇話会20周年記念誌：いきいきと心豊か
に21世紀を生きる』，兵庫県経営者協会　
2017年11月
・「これからの子育てと女性の生き方」，『神戸
幼児教育センターだより』2017年11月号，
和弘学園神戸幼児教育センター　2017年11月

中野　雅至

論文（査読なし）
・「公正中立な官僚を生み出すために必要な
こと」『法と民主主義』（520）日本民主化法
律協会　2017年7月

講演会
・商工会，納税協会など

中村　　恵

学会大会司会，コーディネータ
・日本キャリアデザイン学会第14回年次大 

会統一シンポジウム「多彩な人材の多様 

なキャリア―多様なキャリアの創造に向け
て―」司会，コーディネータ　2017年9月
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学会大会コメンテータ
・日本キャリアデザイン学会第14回年次大会 

「女性のキャリアと家庭生活」部会コメン
テータ　2017年9月

講演会
・「日本における人材育成の特徴とOff-JTの役
割」高齢・障害・求職者雇用支援機構大阪
支部　2017年2月3日

諸活動の記録
・日本キャリアデザイン学会理事
・兵庫県雇用開発協会評議員
・兵庫県独立行政法人高齢者障害者求職者雇
用支援機構運営協議会委員
・兵庫県雇用開発協会・兵庫県「女子学生の
ためのキャリアフォーラム事業」コーディ
ネータ
・神戸いきいき勤労財団評議員選定委員会 

委員

その他
・兵庫地域訓練協議会（兵庫労働局） 座長
・民間活用によるキャリア・コンサルティン
グ等就職支援事業に係る企画書評価委員会
委員　2017年3月（兵庫労働局）
・高齢者スキルアップ・就職促進事業技術審
査委員会委員　2017年3月（兵庫労働局）
・介護分野における人材確保のための雇用管
理改善推進事業に係る技術審査委員会委員　
2017年4月（兵庫労働局）

日髙　謙一

論文（査読なし）
・日髙謙一・岡崎宏樹・清原桂子「地域連携
型アクティブラーニングの研究（2）―《神
河プロジェクト2016》を事例として」，神戸
学院大学現代社会学会『現代社会研究』第3
号：21–46

前田　拓也

諸活動の記録
・障害学会理事
・障害学会 第14回大会（於 神戸学院大学） 大
会長
・特定非営利活動法人 社会理論・動態研究所
『理論と動態』編集委員

その他
・「ゆっくりと，日常を描くことから」, 『映画
「スカーレットロード」日本版公式パンフ
レット』：9–10.

松田ヒロ子

著書（共編著）
・Rethinking Postwar Okinawa: Beyond American 

Occupation (Lanham, Maryland: Lexington 

Press)　＊Pedro Iacobelliと共編

論文（査読なし）
・“Introduction: Rethinking Postwar Okinawa” 
（Pedro Iacobelliとの共著） in Rethinking Postwar 

Okinawa: Beyond American Occupation, edited 

by Pedro Iacobelli and Hiroko Matsuda (Lanham, 

Maryland: Lexington Press).

・「いま，なぜ，どのように沖縄現代史を書く
か：櫻澤誠『沖縄現代史』との対話」『立命
館言語文化研究』28巻4号，pp.147–150

都村　聞人

学会大会発表
・「幼児期から小学生の家庭教育縦断調査（1）
―幼児期における絵本の読み聞かせ活動が
子どもの言語発達に与える影響について」
（荒牧美佐子・田村徳子・高岡純子・都村聞
人・秋田喜代美・無藤隆）日本発達心理学
会第28回大会　2017年3月（広島大学）
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・「幼児期から小学生の家庭教育縦断調査（2）
―幼小移行期の言葉スキルの成長に，子ど
も自身のスキルと親の関わりはどう影響す
るか」（田村徳子・高岡純子・荒牧美佐子・
都村聞人・秋田喜代美・無藤隆）日本発達心
理学会第28回大会　2017年3月（広島大学）

研究会報告
・「学校外教育費に影響を与える要因の変化
―SSM2005・SSM2015を用いて」SSM2015
テーマ別報告会（教育1）　2017年8月（東京
大学）
・「家計の学校外教育費支出構造の変化 

―SSM2005・SSM2015を用いて」SSM2015
テーマ別報告会（教育1）　2017年12月（東
京大学）

諸活動の記録
・日本教育社会学会第69回大会　課題研究 II

「格差・不平等研究の今後―教育・家族・
階層―」の企画，運営，司会，Bulletin執
筆（藤原翔・田中理絵・都村聞人）　2017年
10月（一橋大学）
・教員免許状更新講習「社会学的視点から見
た学校教育と教育文化」担当講師（岩本茂
樹・都村聞人）　2017年8月（神戸学院大学）

その他
・日本教育社会学会　研究委員会委員
・2015年社会階層と社会移動調査（SSM調査）
研究会メンバー
・日本版総合的社会調査 JGSS 研究センター
嘱託研究員
・ベネッセ教育総合研究所「幼児期から小学
生の家庭教育調査」メンバー

李　　洪章

研究会報告
・「在日朝鮮人個人にとっての民族／歴史」，
国際高麗学会日本支部第85回人文社会研究
部会　2017年2月25日，大阪市立大学梅田
サテライト
・「在日『ダブル』の歴史観―加害／被害の
二元論の超克」，人文研アカデミー 2017 
『人種神話を解体する―「血」の政治学を越
えて』出版記念連続セミナー　2017年7月
13日，京都大学東京オフィス

講演会
・「在日朝鮮人のアイデンティティについ
て」，同支社大学日朝関係史講座　2017年
10月27日，同志社大学今出川キャンパス

諸活動の記録
・「ダブル」「崔昌華」「就職差別撤廃運動」 
（項目執筆）青岩大学校在日コリアン研究所
『世界韓民族文化大事典　日本編』
・「書評に応えて」『ソシオロジ』62巻1号，
2017年6月

浅野　壽夫

論文（査読なし）
・「イフガオ社会における互助システムの考
察」『現代社会学研究』　第3号　神戸学院
大学現代社会学会　2017年3月　65–79　

諸活動の記録
・フィリピンイフガオと兵庫県岩座神地区に
おける棚田保全活動の調査（フィリピンイ
フガオ州立大学Loinaz Dulawan講師との共
同）　2017年10月～ 11月
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その他
・フィリピンイフガオ州における電子母子健
康手帳の導入可能性調査への助言　2017年

伊藤亜都子

学会大会発表
・「阪神・淡路大震災の復興過程における災害
復興公営住宅のコミュニティ形成と課題」
報告　課題報告「大震災被災地における地
域社会の再編」東北社会学会　2017年7月

諸活動の記録
・日本地域社会学会　編集委員
・ラジオ関西放送番組審議会　委員
・「人口問題研究会」委員（公益財団法人神戸
都市問題研究所）
・「都心の土地利用のあり方に関する有識者
会議」委員（神戸市）
・「災害メモリアルアクションKOBE」委員

その他
・「地域の安全性向上などによる若年者の転
入，定住を促進させる方策―地域の安全性・
子育て環境・情報発信を中心に―」報告　
2020ビジョン実現に資する共同研究」報告
会（神戸市）　2017年3月
・模擬授業「災害からわかる地域の力とまち
づくり」兵庫県立社高校　2017年7月
・毎日新聞連載『キャンパス通信　ポーアイ
4大学連携講座』執筆　2017年7月

中田　敬司

学会大会発表
・「四国DMASの活動報告―災害医療を学ぶ
学生団体としての取り組み―」第22回日本
集団災害医学会　2017年2月名古屋市
・「熊本地震における初期の阿蘇地区災害保

健復興連絡会議（ADRO）事務局活動の報
告」第22回日本集団災害医学会　2017年2
月名古屋市
・「熊本地震におけるDMAT活動拠点本部か
らADRO事務局のロジスティクスリーダー
相互の引き継ぎについて」第22回日本集団
災害医学会　2017年2月名古屋市
・「前線拠点型SCU設置（スズキ自動車湖西工
場 駐車場）の課題と今後の対応について」
第22回日本集団災害医学会　2017年2月名
古屋市
・「熊本地震における阿蘇地区災害保健医療
復興連絡会議（ADRO）事務局立ち上げ当初
のロジスティック活動について」第22回日
本集団災害医学会　2017年2月名古屋市
・「災害医療業務調整員認定制度を考える」 
パネルディスカッション　座長　第22回日
本集団災害医学会　2017年2月名古屋市
・招致講演「病院における災害危機管理」日本
医療マネジメント学会　2017年3月高松市
・「The Progress from the Acute Phase to Sub-

Acute Phase in Disaster Medical Assistance at 

the KUMAMOTO Earthquake on April, 2016」 
WADEM Congresson Disaster and Emergency 

Medicine Apr 26, 2017: Tronto Canada

・「熊本地震における急性期から亜急性期へ
の医療活動について」第8回社会貢献学会　
2017年12月神戸市
・「ボランティア活動における健康管理のあ
り方についての検討」第8回社会貢献学会　
2017年12月神戸市
・「ボランティア活動の継続性と効果性につ
いての考察」」第8回社会貢献学会　2017年
12月神戸市
・「熊本地震におけるJapan Heat活動と今後に
ついて」第8回社会貢献学会　2017年12月
神戸市
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講演会
・「事後の100策より事前の1策―労働災害の
根本原因―」　大阪ガス・東京瓦斯　2017
年1月・9月
・「病院における災害危機管理」　寝屋川市　
2017年2月
・「広島県における災害医療の課題」　広島県
議会参考人　2017年3月
・「事後の100策より事前の1策―労働災害の
根本原因―」ほか　港湾労働災害防止協会　
2017年2月（兵庫県）
・「行政機関における災害危機管理」　山口県
人づくり財団　2017年5月
・「病院における災害危機管理」　徳島県　
2017年6月
・「事後の100策より事前の1策―労働災害 

の根本原因―」ほか　西脇労働基準協会　
2017年9月
・「行政機関における災害危機管理」　高知県
庁　2017年8月
・「地域における災害危機管理」　松阪防火協
会60周年記念　2017年11月
・「災害時における情報収集と広報活動」　国
土交通省四国地方整備局　2017年11月
・「災害医療・幹部研修」三重県看護協会2017
年9月・10月

諸活動の記録
・「JICA中米防災研修」JICA関西　2017年1月
・「JICJDR感染症対策チーム会議」厚生労働省　
2017年1月
・「国際緊急援助医療チーム導入 /中級研修企
画運営」　2017年2月・6月・7月・12月
・「厚生労働省日本DMAT隊員養成研修・統
括・インスト研修」　2017年5月から16回
・「厚生労働省日本DMAT検討委委員会作業
部会」　2017年9月
・「災害医療従事者研修」　2017年3月・10月・
12月・

・「DMAT広域医療搬送・実働訓練 和歌山県
海上自衛隊艦船おおすみにて」　2017年7月
・「第8回防災・社会貢献ディベート大会企
画・運営」　2017年2月
・寝屋川市災害医療研修・自主防災研修　
2017年2月・9月
・兵庫県学校防災アドバイザー　2017年8月
・日本災害医療ロジスティクス訓練企画運営　
2017年8月

その他
・中国新聞　2017年3月　広島県予算特別委
員会参考人　取材記事掲載
・中日新聞　2017年11月　松阪地区防火協会
60周年記念講演会　取材記事掲載
・夕刊　三重　2017年11月　松阪地区防火協
会60周年記念講演会　取材記事掲載

中山　久憲

論文（査読なし）
・1）論文名「換地処分までに解決しておかな
ければならない課題―神戸の復興事業の事
例から―」

 雑誌名『区画整理士会報』，185号
 発行所：一般社団法人　全日本土地区画整
理士会

 発行年月：2017年3月
 頁：11ページ～ 16ページ
・2）論文名：「創造的復興，そして持続可能
な地域への復興へ」

 雑誌名：『現代社会研究』，第3号
 発行所：神戸学院大学　現代社会学部
 発行年月：2017年3月
 頁：2ページ～ 20ページ

講演会
・1）テーマ：「住民主権型減災のまちづくり～
「減災」はどのように進めればいいか～」
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 主催者：日本技術士会近畿本部建設部会
 開催日：2017年1月27日
・2）テーマ：「防災・減災のまちづくり」
 主催者：川崎市まちづくり局計画部
 開催日：2017年2月14日
・3）テーマ：「神戸市長田区の震災復興事業～
2段階都市計画の震災復興事業～」

 主催者：東京都都市整備局市街地整備部（都
市復興訓練）

 開催日：2017年8月4日
・4）テーマ：「大震災時の図書館における安
全性の確保と果たすべき役割～これまでの
地震災害から学ぶ～」

 主催者：私立大学図書館協会西地区部会研
究会

 開催日：2017年9月15日

諸活動の記録
・「日米草の根交流プログラム～災害後の地
域振興における市民参加～」，2017年12月
2日～ 9日，米国ペンシルバニア州フィラデ
ルフィア市

審議会・委員会
・1）加東市都市計画審議会会長
 「2017年1月19日」「同年5月10日
・2）神戸水上警察署協議会会長
 「2017年8月9日」「同年11月22日」
・3）加東市マスタープラン策定委員会委員長
「2017年11月27日」

前林　清和

著書（共著）
・前林清和他『社会貢献を考える―哲学的考
察と実践研究―』デザインエッグ　2017年

論文（査読有）
・タイ・キムホーン，前林清和「カンボジア

における工場労働者の識字率に関する調査
研究―識字率と生活実態の相関性を中心に
―」『ナークジャーナル16－1』　2017年8月

論文（査読なし）
・中村浩也・前林清和「後発開発途上国にお
けるスポーツ医科学支援の現状と課題―カ
ンボジア王国のジュニアユースサッカー大
会における救護事例から―」『プール学院 

大学紀要57号』　2017年1月

学会大会発表
・第4回神戸・防災フォーラム2017 ～想定外
の自然災害から命を守る～　コーディネー
タとして　2017年1月　神戸市
・日本武道学会剣道分科会講演会「わが国 

の伝統的武道における 身体と心」　2017年
9月　関西大学
・シンポジウム―武道の教育力―　2017 

International Forum on Budo World: Concerning 

Educationa Aspect of  Budo　 パ ネ リ ス ト　
2017.12　筑波大学

講演会
・平成29年度　大阪市生涯学習まちづくり市
民大学　いちょうカレッジ「来るべき災害に
備えて」　2017年6月大阪市生涯学習センター
・ジャイカ中米防災研修「教職員に向けた効
果的な防災教育研修」　2017年6月　JAICA

関西
・高石市教育委員会教員防災研修会「非常変
災時の学校における対応―南海トラフ巨大
地震の際の避難所運営―」　2017年7月　高
石市市役所
・奈良県教育委員会平成29年度学校安全教室
推進事業・防災教育講習会「これから起こ
るであろう災害から子どもを守るために」　
2017年8月　橿原市役所
・東稜高校防災研修会「魂の復興とこれから
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の災害への備え」　2017年9月　熊本市
・石油連盟講演会「大規模災害時における企
業の防災対策と心のケア」　2017年10月　
東京
・兵庫県消防学校「初級幹部科」研修「良き
リーダーになるために」　2017年11月　兵
庫県消防学校
・AKASHI防災セミナー「大規模地震に備え
て」　2017年11月　東京
・防災・防火管理者講習「教育の方法」　2017
年11月　神戸市消防学校
・平成29年度神戸地区県立学校第2回防災教
育研修会「学校防災体制の整備を進めるた
めに」　2017年11月　兵庫県庁
・AKASHI防災セミナー「学校における防災
教育について」　2017年11月　名古屋
ほか多数

諸活動の記録
・カンボジア基礎教育支援　NGO活動教育
研究センター　2017年
・カンボジアジュニアサッカー大会の開催　
スポーツ・フォー・トゥモロー　2017年
・避難所もっとより良くプロジェクト　実行
委員会　委員
・佐用町まちづくり推進会議　顧問

安富　　信

論文（査読なし）
・映画から学ぶ危機管理「日本沈没から学ん
だ危機管理」

学会大会発表
・ボランティアと住民―熊本地震（2016年）と
九州北部豪雨（2017年）での活動を通じて
―社会貢献学会（12月12日，神戸学院大学）

講演会
・神戸市老眼大学講演「大災害から生き残る
ために」（1月25日，神戸文化ホール，午前
と午後2回）
・JICA中米研修「神戸学院大社会防災学科の
学生たち」（2月3日，貿易センタービル）
・兵庫県西部防災研修講演「大災害で生き残
るために」（3月19日，相生市市民センタ）
・大阪府大東市自主防災会の集い「大災害で
生き残るための地域の防災力とは？」（3月
20，大東市文化センター）
・環境省災害廃棄物処理検討会での講演「情
報発信を効果的にするために」（3月22日，
環境省）
・さんだ防災リーダーの会地区防災計画学習
会での講演（6月24日，三田市フラワータ
ウン市民センター）
・大阪市生涯学習講演「大災害で生き残るた
めに」（7月1日，同生涯学習センター）
・災害メモリアルアクションKOBE2018キッ
クオフ企画委員会（8月17日，人と防災未
来センター）
・社会貢献学会第8回総会シンポジウム，コー
ディネーターとして（12月2日，神戸学院
大学）

諸活動の記録
・ラジオ関西「時間です！林編集長」のコメン
テーターとして月に2，3度出演
・環境省災害廃棄物処理検討委員会の委員と
して計3回の会議，ワークショップに出席
・九州北部豪雨でのボランティアに，学生の
引率教員として（8月2，3日，福岡県朝倉市）
・カンボジアでの防災意識について研究調査
（8月24日～ 31日，カンボジア・プノンペ
ン市など）
・減災報道研究会「関西なまずの会」勉強会・
合宿などを会長として開催
・さんだ防災リーダーの会相談役として，地
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区防災計画についての勉強会を企画，防災
訓練やまち歩きなどに学制とともに参加
・災害情報学会理事として，理事会に出席

中山　　学

論文（査読有）
・「Large-Scale Shake Table Test on Behavior of  

Underground Structure with the Curved 

Portion During an Earthquake」
 Journal of  Disaster Research Vol.12 No.5 Oct. 

2017 ,  Sp ec ia l  Issue  on  NIED Front ier 

Researches on Science and Technology for 

Disaster Risk Reduction and Resilience 2017

論文（査読なし）
・「液状化地盤における水道配水用ポリエチ
レン管路の挙動に関する研究」平成29年度
全国会議（第91回水道研究発表会）（公財）
日本水道協会，サンポート高松

学会大会発表
・「液状化地盤における水道配水用ポリエチ
レン管路の挙動に関する研究」

 平成29年度全国会議（第91回水道研究発表
会）日本水道協会，サンポート高松　2017
年10月27日

講演会
・「熊本地震発生後に，何かが発生したら ～
複合災害の危険性～」，神戸学院大学　2017
年9月2日
・「熊本地震で起きたこと ～その後　何が分
かり，何が未解明か～」，神戸学院大学　
2017年10月28日
・「歴史は繰り返される―地震に強い社会
の実現を目指して―」，非破壊検査協会 

関西支部　2017年8月23日

諸活動の記録（授業と科学研究費による活動
は除く）
・「神戸開港150年事業　もとまち こども大
学」海と港にある建造物～神戸の橋やタ
ワーの役割と仕組み～，神戸大丸　2017年
7月8日
・大学都市KOBE！発信「安全・安心～暮ら
しと健康～」，「耐震補強効果装置」「免震装
置」を展示，グランフロント大阪，ナレッ
ジキャピタル　2017年11月18日～ 12月31
日　期間内の土・日曜日に会場にて説明

その他
・（公財）土木学会　地震工学委員会　顧問
 （公財）土木学会　防災技術普及小委員会　
委員
・（公財）土木学会　地下空間研究委員会　親
委員会　委員

 （公財）土木学会　防災小委員会　委員長
・（公財）土木学会　査読委員会　委員
・（一財）日本地震工学会　スペシャルアドバ
ザー
・関西ライフライン研究会　監事
・関西地震観測研究協議会　幹事
・配水用ポリエチレンパイプシステム協会　
顧問

水本　有香

著書（共著）
・『阪神・淡路大震災資料集 II　住吉の記憶
「住吉西区」と阿弥陀寺』「三，ボランティ
ア」〔一財〕住吉学園・住吉歴史資料館　2017
年3月：28–40

論文（査読なし）
・「風水害に関する災害資料の収集・保存―ハ
リケーン・カトリーナの経験から―」『現代
社会研究』3号　神戸学院大学現代社会学
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会　2017年3月：80–89
・「『阪神・淡路大震災資料集 II　住吉の記憶
「住吉西区」と阿弥陀寺』の刊行」『LINK』9
号　神戸大学大学院人文学研究科地域連携
センター　2017年12月：139–142

諸活動の記録
・「災害支援ボランティアミーティング」ワー
クショップ　2017年3月18日（神戸学院大
学ポートアイランドキャンパス）

その他
・毎日新聞「キャンパス通信」「グローカルな
交流目指し 協定校で海外実習」　2017年8
月1日

江田英里香

著書（共著）
・「NGO活動教育研究センターによる教育支
援活動」前林清和編『社会貢献を考える―哲
学的考察と実践研究』デザインエッグ出版　
2017年9月
論文（査読有）
・「大学内でのタイムバンキングのシステム
構築の取組―相互扶助とネットワーク形成
を目的として―」NERCジャーナルVol.15 
No.2，2017年3月
・「学校運営における住民参加の効果につい
て―カンボジア王国カンダール州の小学校
における学校支援委員会から―」NERC

ジャーナルVol.16 No.1，2017年8月

学会大会発表
・社会貢献学会第8回大会発表「子育て世代の
支援活動から見る学生の意識の変容」神戸
学院大学　2017年12月2日

諸活動の記録
・社会貢献学会ソシエーター講習会

その他
・「海外ルポ（第三回）カンボジア―カンボジ
アの女子サッカー支援―」『家庭フォーラム
Vol.28』昭和堂　2017年3月


